
活動概要と政策提案内容

１

• 組織的な研究支援体制整備の取組に関する好事例の分析・横展開、技術職員プールの可視化
• 兼業・クロスアポイントメント等を通じた技術職員の組織横断的な活躍促進・キャリアアップ機会の拡充 等

研究・研究支援の効率改善

• ポテンシャル層（学生・専門的な資格の保有者等）へのアプローチの実施 等
研究開発マネジメント人材・技術職員の処遇改善・なり手の確保

• 間接経費の使い勝手向上（繰越の柔軟化）・間接経費の獲得・活用方策に関する好事例の収集・展開
• 柔軟な研究費の執行・予算確保を可能とする方策の検討（基金化、再配分の仕組の検討、会計諸制度の見直し）

予算の確保・使い勝手向上による研究環境整備の促進・研究時間の確保等

＜「次の一手」チームの活動概要＞
目的：①第７期科学技術・イノベーション基本計画等に向けた政策提案 ②省内外のネットワーク形成
R５・６年度テーマ：研究環境の改善に向けた研究開発マネジメント人材・技術職員の活躍促進

＜政策提案内容＞
研究環境の改善に向けては、以下のような課題が存在。各主体・セクターが一体となって解決を図る必要

• 研究マネジメント人材・技術職員のリソースの可視化が十分でなく、一部の研究者しか恩恵を受けていない
• 研究マネジメント人材・技術職員の待遇やスキルアップの機会が十分でなく、魅力的な職業になっていない
• 研究支援体制を構築するにあたっての人的・財政的余力が十分でない

• 省内の情報共有の在り方改善（スラック等を活用したヒアリング概要や委託調査報告書等の共有・アクセシビリティ向上）
文科省内部の業務改善



活動実績：チームの検討結果の提供・活用

令和７年度新規事業
「研究開発マネジメント人材
に関する体制整備事業」
の立案過程において、
チームでの検討内容を提供

科学技術・学術審議会 人材委員会
「研究開発イノベーションの創出に関わる
マネジメント業務・人材に係るワーキング・
グループ」における検討に向けて、会議を
所掌する人材政策課と意見交換を実施 ７
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